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2019春季要求提出交渉
時間外縮減のための人員増・窓口時間障害者が働き続けられる環境整備を！
誰もが格差なく、同じ職員として尊重され、やりがいの持てる職場とするために組合に参加しよう！
自治労県職労は3月20日、2019春季要求書を労務担当局長に提出しました。（重点要求項目は裏面記）

出席役員の主な発言
〇　窓口職場では、現在は8時30分から17時15分まで窓口を開けている。当然、準備や後片付けは時間外となっている。働き方改革の視点で全庁的に窓口時間を設定してもらいたい。
〇　年度途中で退職が出た時に人員配置がなく、周りの職員でフォローしたら、翌年「仕事が回っている」として定数を削減された職場がある。職員に過重な負担を負わせずきちんと人員配置すべきだ。
〇　ストレスチェック結果の活用について、職場でばらつきがある。全職場で積極的に活用するよう指導すべき。
○　再任用の異動について、毎年当事者の意向を聞き、本人の希望によっては異動できるような仕組みにしてもらいたい。
〇　人事評価結果の開示は人材育成にとっては重要なものだ。本人が確認できるよう点字化すべきだ。
○　知的障害者の雇用にあたっては、当事者が安心して働けるよう、専門知識や経験のあるジョブコーチを配置すべきだ。
〇　働き方改革は職場でだいぶ浸透してきているが、時間外が減っている職場と減らない職場の差が明確になってきている。適正な人員配置が必要だ。

〇　障害者雇用の検討委は、障害者も委員とすべき。

〇　会計年度任用職員制度は同一労働同一賃金の視点。制度化にあたってマイナスはあり得ない。

〇　職業訓練指導員などの専門職の人材確保については、若手を確保できるよう募集等積極的な取組を。
〇　デパートの元旦営業の減少や、コンビニの24時間営業見直しの動きなど、社会全体でもこれまでの働き方を見直している。時間外勤務を前提とした窓口時間の設定は見直すべきである。
○　専門的な知識や経験を必要とされる専門職的な事務職員の人材育成が難しくなっている。以前は十分なOJTの余裕があったが、現在は配属直後に一人前の仕事を分担させられる職場もある。現状を踏まえた人材育成方針を確立する時期ではないか。
○　視覚障害者への健康診断結果の点字での提供があまりに遅い。せっかく早期に病気が発見されても手遅れになりかねない。重要な問題であり、早期提供できるよう対応をお願いしたい。また、人事評価結果についても早急に点字化を要求する。
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2019自治労県職労春季重点要求
Ⅰ　生活条件の改善について
１　基本賃金について
（１）すべての年代において、賃金・一時金を改善すること。
Ⅱ　健康で働き続けられる労働条件の確立について
１　過重労働の撲滅について
（１）過労死水準である月80時間以上の時間外勤務を解消するための具体的な方策を策定すること。
（２）年間360時間、1か月45時間が限度時間であることを管理監督者に徹底すること。
（３）月45時間の限度時間を超えて時間外勤務を命じなければならない特別な事情が予想される場合は、事前に自治労県職労と協議し、同意を得ること。
（４）時間外勤務が月45時間を超えた場合及び月100時間以上となった場合は、「労使協議」においてその状況と理由を明確にし、対策を協議すること。
（５）適切な労働時間管理のためにタイムカード・ＩＣカードの導入を検討すること。
（６）直接県民対応する窓口職場は、県民対応が勤務時間外に及ばないよう、窓口時間を設定すること。
２　内部管理業務の抜本的改革について
（４）議会及び議員からの質問や照会について、「働き方改革」の観点からルール化するよう議会との調整を行うこと。
３　人員について
（１）常態的な超勤職場には、適正な人員配置を行うこと。
（２）欠員は正規職員をもって早急に解消すること。また、再任用ポストに欠員が生じた場合には、早急に補充すること。
Ⅲ　労働安全衛生の確立について
２　メンタルヘルス不全対策について
（１）職員健康管理センターの産業医を専任化し、産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス不全対策を確立すること。また、メンタルヘルス対策への産業医の積極的な関与について、組合との協議の中で、具体化すること。
３　健康で安全に働き続けられる職場環境の整備について
（２）排水が頻繁に詰まるなど、老朽化した庁舎については、抜本的な解決策として建替を図ること。
（11）職場単位のストレスチェックの結果を職員に周知し、職場の安全衛生管理に活用すること。
Ⅳ　仕事を進める条件の整備について
２　人事制度について
（３）専門的な知識や経験が必要とされる専門職的な事務職員の人材育成方針を検討すること。
３　行政システム改革等について
（２）指定管理制度や委託、派遣については、県民サービスの質や受託団体労働者の雇用や労働条件等を検証し、あり方について抜本的に見直すこと。
特に、津久井やまゆり園での事件を踏まえ、指定管理者制度について全般的な検証を行うこと。
４　福利厚生等について
（２）福利厚生事業については、民間企業の動向も踏まえ、人材確保の観点からも抜本的な見直しを図ること。
Ⅴ　雇用と年金の接続について
２　再任用制度について
（２）給与の格付けについて、毎年度必ず当事者の意向を確認し、できるだけ当事者の希望に応えたものとすること。
（６）再任用職員の異動について、当事者が意向を申告する機会を設けること。また、組合と協議を行い、ルール化すること。
Ⅵ　公正労働基準の確立について
１　会計年度任用職員制度について
（１）会計年度任用職員制度の導入にあたっては、衆参両院での附帯決議を踏まえ、臨時的任用職員を含めて、非正規職員の雇用の安定を図ること。
（２）法改正の趣旨を踏まえ、臨時的任用職員の賃金・労働条件については、常勤職員と同様とすること。
（３）同一労働同一賃金の観点から、会計年度任用職員の賃金・労働条件は、常勤職員と格差のないものとすること。
（４）常勤職員と同様に指定年齢健康診断等を実施すること。
Ⅶ　ノーマライゼーションの推進について
１　人事給与制度等の改善について
（５）人事異動にあたっては、障害による通勤等の困難性を踏まえ、できるだけ本人の希望を尊重し、早期に内示等を行うこと。
２　職場環境の整備について
（４）視覚障害を持つ職員に人事評価結果を開示するにあたっては、本人自らが確認できるよう点訳した書面を手交すること。
（５）健康診断の重要性を踏まえ、点字の報告書を早急に作成し、本人に届けること。
３　障害者雇用制度の整備について
（１）知的障害者や精神障害者の雇用にあたっては、本人の希望、専門家の助言等に基づき、ジョブコーチ等を配置するとともに、本人及び職場からの相談窓口を設置すること。
（２）すべての職員に対して、知的障害者や精神障害者への正しい認識が持てるよう研修を行うこと。
特に、知的障害者、精神障害者が配属される所属及び同一庁舎の所属、業務上関係する所属の職員に対しては、具体的な対応についてもきめ細かな研修を行うこと。
（３）今後の障害者雇用のあり方について、障害当時者や障害者団体を含めて検討を行うこと。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































